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特にカンタータ第 61 番の例を用い、その神学的解釈が詳しく述べられました。また、ア ノー
ンクールとリリングの録音を聞き比べ、全く違った演奏がなされた理由を神学的な解釈を中心
に述べられました。
さらに、カンタータ第 12 番についての説明と、当時の「創造」というものの考え方が解説さ
れました。
そして、神学テキストが直接用いられる声楽作品ではない器楽曲の場合には、どのように神
学的な解釈が用いられるのか、ということをゲマトリアの解釈から探る、ということが解説さ
れました。
ここで時間切れとなり、予定していた「インベンション第 2 番」の解説に至りませんでした。
私自身、器楽作品を聴くことが多いので、神学的な解釈が器楽曲にどのように応用されるのか
にとても興味があったので、とても残念でした。
講義を聞いて、バッハの作品を聴いたり演奏したりするためには、ただ単に音を追うだけで
はなく、その背後にバッハが作品に込めた神学的なメッセージを読み取ることが大事だという
ことがわかりました。
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もちろん、すべてのバッハ作品が神学的に解釈できるのかはわかりませんが、そういったア
プローチがあることを知るのはとても大事だと思いました。そのような視点で作品を見たり、聴
いたりすることによって、バッハ作品の新たな面が理解される場合も少なからずあると思いました。
その一例として一番納得したのが、カンタータ第 61 番の演奏比較の部分でした。確かに当
時の演奏習慣から考えればア ノーンクールのような演奏が一般的で、逆に言えばリリングのよう
な演奏は当時の演奏習慣を知らないのかと思ってしまいそうになります。そこに神学的にテキ
ストを読み込み、演奏に反映するということを考えると、リリングのような演奏も解釈として成
り立つのだろうと思いました。一概にどちらが正しいのかという判断は出来ないし、そういっ
た作品の背景を考えることをしなければ生まれてこない演奏というのも存在し、それが一聴し
てわからないということも往々にしてあり得ることを知りました。今までそういった神学的背景
を考えてバッハの作品を演奏したり鑑賞したりしたことが無かったので、とても新鮮な驚きを感
じるとともに、こういった背景があることを多くの人は知らないのかもしれないと思いました。
実際にバッハの作品を聴いたり演奏したりすると、普通の感覚ではちょっと異質なフレ ズー
や構造を感じることがありました。不自然な音程の跳躍や、フレ ズーがちょっとだけ短かった
り長かったりするな、と感じることが今まであったのです。そういう、なんとなく引っかかって
いた部分が、もしかしたら、神学的に解釈したら解決するのかもしれないと思いました。
今回の講義を受けることにより、バッハの作品を理解するためには、バッハが生きていた時
代の思想背景を知ることが大切だと言うことがわかりました。バッハの時代、そして教会音楽
家としてのバッハを理解するためには、バッハを取り巻く時代の思想や、神学についての理解
がなければ、本当の意味で作品を理解することは難しいのかもしれないと思いました。
そう考えると、バッハという作曲家一人を理解するためにも、その時代の思想を知るための
資料はもちろん、神学的な背景を理解するための資料など膨大な資料が必要です。そうした
資料を提供するのが図書館の重要な仕事だということに気づかされました。
今後資料収集を考える時には、音楽資料だけを揃えるのではなく、関連資料を集め、奥行
きを持った蔵書構成をすることが必要なのではないかと考えます。
もちろん、一つの図書館ですべての資料を揃えることは難しいですが、他の図書館との
連携や、ネット上に公開されている資料を駆使することによって、資料提供の幅は広がります。
常に、最新の情報にアンテナを張り、知り得た情報を利用者に提供できる体制を整える必要
があると感じました。そのためにも、図書館員一人一人が得意分野を活かしながら連携し、知
識を共有していくことが重要だと思いました。
